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B－149 単衣長循に関-t 否聊完（ 第3 報)） 有縫 いの強さ くヤの２ ）

比殖山女悠 大　o 秋広捨子

μ 島 大農 秀　　山田郡 一　膏 脈宏子

目　的 和服を着 用しf~際,  その謙合那分 で損傷が著 い ，。ば，希付ワの留力の都府や

有信 い，特に尻邪 に当夭う節分である.  そ; rヽ 本瀕尭の第2 衆 で1恥 婚衣地を 用い。そ<r>

縫製の種顔，＜･ブカの種顔の違いかし 有縫 いの卑祀引恨強 彫 欣 裂茸剣 耕目開さにおよ

ぼ１ 影響 について検耐しﾌﾞﾋ。本畷 で1乱 いしさとfでの有無 の違いが強-< に朽ふば・ 影響，

さらに，芦原に洽衣色着用した場合 に，尻舒 の種 目にかかろ応力について於訂レf~.

ゐ　砥　 〔試m 〕唐衣地:  鴉100  外。千原。縫示：綿糸*30 。〔緯製〕Ml 力ヽ ■■ミシン
縫 ぺ 呼諏 い( 並諺 い・半返し無 いj）のヤれそれについて,   1 戻縫 汽2 烹慧･ ＼ 袋縫 い
の鵜 計り種 で･･，Me  μ0.3mm,    くけ力 の種類：耳ぐけ, そ鳥ぐ 呪 擦’ノぐけ<n ヨ種。〔贋

譲鮮験 〕単免引緊試然( クリ フづ

部　果 翔 くけ力の種類て■ lゴ，IN ずれの艇 。力,  廠煉試験の爆音琵 千鳥ぐ けりように，

身頃 へ。拘束凍・ 大り り 。。力が, 六た, 彊 を示t ．②威裂紅献の場音＼^,　r 及麗いよ

') 2 戻慧 いかし さ 列≒ 袋縫 いの力が蓼/ なろir. 本額 でヽのMB に重直な引張試験 の場者

に 亀　これり<r>縫い万の査いは弘さにぱと,ん乙‘`影響レな い. ⑤いしさ当で 色つi-r う こ乙に

よって，引帑紅験，贋裂然然 の場合に1も 着 い 効ヽ果か見りれろ 。④ラテ■■/ クスゴ ムを 用

いて，尻郡 でヽの歪色求`め鳶乙こへ 体形によう秀ぽ見られうがし 逆自形 の形を乙貼 劈止

立倶・% 前゚屈 で爪 横力向へば伸びて{), 縦力向の収稲ぽぽ乙んじ見りれな 匹 肴恵位

の傷合1亀 推77 向への伸びも哨2 恚 ふ'J 大? 勺 根方向でにｴ布が拘束されやため収締-f 気
この歪}､') ,  逆 匹無目郡 奇に働く恥力色袱 釘レた。

B－150   運#し 関すi 研包（ 第り 艮）

愛知で短尺　Ｏ阪本弘子　　　 涛i右屋市 立す短尺　　佐野恂チ

岐旱年短だ　　山＼-£J年子

目的　　 運針勧作をやー前 し, その数値r- よ，てil針牧術k  解明す３こt をEl 的 とt  る。

1r法　　被検者らti. 練考Z 丸 初 ごヽ者2 紀 いずれX 停膳の類似 けi喀り 糸を還か ぞ。

眼囃･i x や袖 ブラウ スk% 困, 左瀋の腕・ 手にふ 九七 合計μ ゑ<n測定 吼をいI,  某 報

同林 の字勢了理虚＼を行った. 理針材料 および条評は浅丿表の通りマフI  ．
寿i^t別 々　　ら　　｜ 平　 絹 7" ロ~ ド` ゆ　17 ヽ　r こ

，　^t 3 り2 今 の2 ? の2 ^  <n  2

糸 肆　昶A^ 鎖 手縫,%  ? £ 編　30ぶ^･ 綿　 ぶ)/S

謐 一i,≪良 浦 焦 潮 無 膚 池 肩 無

闇　 隔 /む。 /Scm 自由 /ﾌC 。 /S 。 自 由 /らm /ぷ。 自由 /Ocw /J"。 自由

運針動 作kS- 面斜:s^ヵヽ ら， ／6 mmフイルム･  マ／秒間かコマの高遠度篇 影'k 行い．各測定

互｡。良位を･詮み取 ち 撮影叫・）運針・ﾌ公目と肌合（ だ。
今回a,    そめ内, 塾練者 ノ柘 運針用今　さら｜　の場か,-つぃTlg.% すJ ．

μ 貳　　 ／　if針速浅i- つぃ い礼 線有ヒ無を比較する（　 やや組凱お･よヽ,ヽ。

２　 ／針ごとの針目の大き:!と浬豺恚度･- ，ま，あま'I関係 びみられfかヽ

Ｊ　 刄第一指if ￥こ指・働きや,   豺§のエ ＼   t  こ勧響^  -^えふ.




